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緩和時間は局所分域の 180 度フリッピング、遅い緩和時間は非 180 度フリッピングによるものであることを
















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、21 世紀の新しい先端的分光法として注目されている微小領域の弾性的性質を非破壊・非接触
で測れる顕微ブリルアン散乱法を用いて、代表的なペロブスカイト構造酸化物の強誘電体から、二次相転移
に近いノーマルな強誘電相転移を示す KF添加 BaTiO3 結晶、並びにノーマルな強誘電体とは対照的に散漫
相転移をするリラクサー強誘電体 PZN-0.07PT結晶を調べたものである。その微視的機構を支配するナノ極
性領域（PNR）の動的挙動をバーンズ温度より高温からキュリー温度に至る広い温度範囲で測定し、そのラ
ンダム場の有無による顕著な相違を明らかにした独創性と新規性の高い優れた研究である。これらの成果は、
ノーマルな強誘電体、並びにリラクサー強誘電体において局所電気分極の揺動を示す動的ナノ極性領域
（PNR）の温度変化とランダム場の役割を実験的に捕らえた重要な研究であり、強誘電体相転移の理解に留
まらず今後は様々な電子材料、光学材料等の研究の進歩に大きく貢献できると考えられる。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
